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目的　 第30 IS　日本貳攻営蚕轍か ちよぴ･　日本象良孝公 中却 瓦卸　 笥おl回報ふ^~ち'■

-r, 筰取奎｡後 の＼小品種･) リ ンコ七 用‥7 ゾヤA I-作製ト　^  D  It によるイメ ーゾアロ アイ

ル、さり（　 リンゴ' の鮮度r 咄 未上りのド ヤムヽに影岑 と及ぼ-すことど鞭告I re.

吟ig) は　 それっの鯵果にごとプさ、 お目レ ヅ） みと作i  K めの晨圭条件lり^<.　 リ

デ ン、λ 雁 糖合・ 牟A 冷r 才 の護りヽそ的関 練におる峰''/' ̂r 検討り いK 。

方法、 長野県丸 の採執 見後・ ゴ' -)レど用 ‥マリ ンゴツ ルフ･ と作製ト　 パ ルフりf  t-＼ .　イ

ク手 ンな量 、水かな量,   糖友l- 測見　 ク つし　 ぞれり<n パルプ り(ト フ 所良 の卦 件に調fe

いこｼ' ヤA  と作%  I.　 ジ）A  ・ か‥ い りイ メ ーシベ 闇 す れ% 恢 検奎り 卜 、礼 検査 には

s 0  Ay  IキトK.      I r- ．If]語1S＼ の相関か 仲 リ テ‥,    さら に.   且交匁 頃式に よ バ ）/i  のよ

さ!l p   （　 ／り 十 ンな そ、j≪かな 量. 糖 か奮t  t  の絹.) 実験 式訣 ま めK ．

紘£　（D　i   ‥V ） ムヽとり る‥ン’ヤA  のイメ ― v アロフ･、ルr 明りがとなT   K。 両着の

量目は　崎 匹ぐ わりい 、ダめりr. つて・ わる等/^ 砂つれK ，

R） 用語順 の相関か暫リ ヤ 乙結莱、ｼ→A  のよタはﾉ でり ゐ5.    甘いと高目粕関 心サ

り 八K.
0） 簒交多頌式にi ト 川 手ンなぞ　ト ヤ　東和海量、糖ふん曼0 最血条件 を免奏すこ

ヒr’出未K 。

A－45   力午 のジャA  加x. につい7.

大阪-v J 短大　o  奎屋エリＪ　 大廠府農技^ ンヌー　疲辺諺一

目的　 力 午。加エ.＼Z   つい ては, 于し がキ，力 午羊兼 ，シ£]ヽ ノヽプ哺 が紹介 さ■*!マロ るが，

づト ム1ニつ ，リ(7) 記 載･3  15 i:  んど見当r=  らリ ヽ)。r  乱 は1/ 午が枇刄 理 に対 レて済啼S: 恚 公

す る・ ■?■',    ジャム加エ｡が敬遠 寸乱7  きを ものと,1; われる 。力辛の ジャム加X.  は渋味と の関

連i  常 に配慮 す5  ･μヽ零がある・x ≒ こ・ 点,こ留 意 レて浩平 の臭験 を行T  j.r= ・

is 法　 予備 実,験とし7  ,   無 農 の比 較的初期 の輩貧 貧け レコール抜 お-fc 用 い，こ れを摩鋳 ，

襄漉 レr- のち ぢ'r Aijnｴｰ を試 みTこ。そ。結 果飢 度 の初 期 の もの は強ヽ･或味を鳥 す'るが，軟

ら かくTJ  るにフ 忙7  渋味 が城少 レ↑-。

本実験X-  ま,   鯉度a, 比 較的 すすA/  ぎ吠% の軟 らか ，･平核 佩(-r･レコー･レ哉 含)，% 肩 ，蜂 晨(台

瓢気胸) 乞前料 ヒし ジャA  finｴｰに当1=-り加都後 作^  卵'c て,  ＼5 ～20 奇聞行tj ヽ)瓶 価とした。

瓶詰 ジr ム まヽ各 試料1"  りき ，2  個 死 っくリ ， 一和 まl卸'c 5"分関 乾熟 歿幽 し 他 方はそのま

ま-c レ, 両名 とむ杓6 ヶ月間 室温放 置 レ↑ヒ。そ乱 らのジr  A  につり7  官能検査･こよリ品 負

を検 討 レた 。

鮪果　 ①　 浚味：態度・ すすﾉツだ涙 態z･ ＼t, ど の品種 も雍いま か ま良t らヽ れtS ヵ` ･，た・

さ い こ.,    100゚■c 5- 脊聞 乾無殺 薗･?: 行Tj  , だ瓶 鮪 ジャArt/,   渋味iま殺 ぬ しTj 力
。。
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とんど兎la  13: カハt- 。②　 品 負 ，嗜侭: 覧＆バ)品 質将 差 は恙 干 みら-H- r= が■,概 して試食 し

松結 果ﾌﾞ" 糾ヽ･しり 』ヒ ロう 匙見 が`即 力` ■, r-・

JX ±-
 ,    17   キジ ャ４ のDd x.には

無 農 のすす んT=` も の乞 用n･ て, 低温気 理(98t ，t^ ～刀 分層り

t  軋 ぼ, おヽ･し ヽ> ジ ヤA  製 晶 の作 れ る可能性 があ§ も のと 既わ-Kノ七・




